

























Reading of Picture Books by Fathers: A Fact-Finding Survey
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キーワード：父親・読み聞かせ・育児参加












































































































































































































































































































































































































































































































































































岩田英作　マユーあき　岡本千佳子　尾崎智子　内田絢子：父親による読み聞かせの実態 － 121 －
あった。絵本の読み聞かせは「淡々と読む方がい
い」ということをどこかで聞いてそうしていた。し
かし、読み方は気にしないで自分が楽しんで読んで
みればというアドバイスを受けて、そうしてみたと
ころ肩の力が抜けて、読み聞かせがいっそう楽しい
ものになったというのだ。読み方も絵本と同様に、
淡々系からノリノリ系まで、いろいろあっていいの
ではないだろうか。
　父親たちからの報告には、絵本の持つ力、読み聞
かせの持つ力をまざまざと思い知らされるエピソー
ドもあった。Ｂさんの子供は、『ぴょーん』（まつお
かたつひで作・絵、ポプラ社）が大好きだった。と
ころが１歳になって、その中のかたつむりの場面に
くるとおはなしを拒否するようになった。何度読ん
でも同じ場面で本を閉じてしまう。それが２歳にな
ると、ふたたびすんなりと受け入れることができる
ようになったというのだ。理由はＢさんにもわから
なかった。しかし、Ｂさんが絵本を読んでいなかっ
たら、わが子の心の不思議にも遭遇することはな
かったかも知れない。絵本の読み聞かせを通して、
Ｂさんはまさに子供の心が動き、育っていることを
目の当たりにしたのである。
　絵本は、子供の心を動かしただけではなかった。
Ｃさんは、『とげとげ』（内田麟太郎文、佐藤茉莉
子絵、童心社）を子供に読みながら自然と涙があ
ふれ、そんな自分に驚いたという。『とげとげ』は、
からだにトゲがあって、仲間外れにされる女の子の
話だ。東日本大震災を描いた『はしれディーゼルき
かんしゃデーデ』（すとうあさえ文、鈴木まもる絵、
童心社）を読んだ時も、涙を流している自分を発見
した。絵本はときに自分の心の不思議をも垣間見せ
てくれることがある。
　総論を締めくくるにあたって、父親と子供ともう
ひとり、母親の存在を忘れるわけにはいかない。父
親が絵本を読むことで、母親の家事の負担の軽減に
つながっていることに気づいたというＡさん。Ｃさ
んの報告には、母親からの「みんなで絵本のおはな
しができて嬉しい」という発言もあった。読み聞か
せにあたって、どんな内容の絵本を読むかはむろん
重要である。しかし、絵本の内容はともかく、絵本
を読む行為そのものに大きな意義があることを忘れ
てはなるまい。
₄．おわりに
　筆者は、平成27年６月から７月にかけて、島根
県松江市内の約4000家庭を対象として、家庭での
読み聞かせに関するアンケート調査を実施した。
　本稿で取り上げた父親による読み聞かせの実態と
上記アンケートの調査結果を照らし合わせながら、
今後は、家庭における読み聞かせについてより総合
的に考察を深めていきたい。
　最後に、協力していただいた７人の読みメンに、
心より感謝申し上げる。
※本研究は、平成27年度しまね地域共育・共創研
究助成金の採択を受けたものである。
※本稿に掲載した２枚の父親による読み聞かせの写
真については、本人（父親）に掲載の許諾を得て
いる。
注
１）「読みメンてちょう」（島根県子ども読書活動推
進会議発行）は、父親の読み聞かせ参加を促す目
的で作成された手帳で、絵本を読んだ日付、絵本
の題名、気づきなどを記入するようになってい
る。もちろん、父親以外の読書ノートとしても利
用できる。
２）「読みメン３か条」は、父親による読み聞かせ
を啓発する目的で、島根県と島根県立大学松江
キャンパスおはなしレストランが協力して作った
標語である。「『読みメン』は『育メン』の第一
歩」、「『読みメン』で家庭円満」、「『読みメンて
ちょう』は子どもへのプレゼント」の３か条から
なる。
（受稿 平成28年５月12日，受理 平成28年６月23日）

